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 デジタルサイネージの現状と活用事例 

～ＪＲ東日本におけるサイネージのトピックスなど～ 
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デジタルサイネージの現状 
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デジタルサイネージの展開事例 
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■デジタルサイネージの展開事例 

■鉄道の情報提供（輸送障害発生時） 

総務省「災害時等の情報伝達の共通基盤に関する研究会」資料（ＪＲ東日本）より 
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デジタルサイネージと大規模災害対応 
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 ○公共空間にあるサイネージは災害時の情報提供媒体として有用な存在 
   ⇒広域避難施設への誘導、交通情報等の帰宅支援情報等の発信 
   ⇒役割の認知を高めることが重要 
 
 ○情報更新のタイミングによってはミスリードのリスク 
   ⇒情報源の確保と発表時間が重要 
 
 ○放送（ＮＨＫ等）は即時対応時に有効なコンテンツ 

   ⇒但し、地域や場所に応じて求められる情報は異なる 

   ⇒災害直後から復興までの時間軸で求められるコンテンツは変化する 

 ○Ｌアラート（公共情報コモンズ）との連携の検討 

   ⇒関連情報の集約と対応の標準化 

 

        ＴＰＯに応じたコンテンツを流せるような体制の整備 

        災害発生時に即応可能なマニュアル整備の必要性 

        平時より交通機関・自治体等、関係機関との連携が必要 

■災害対策ツールとしてのサイネージニーズ 
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■災害時運用ガイドラインの策定 
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■災害発生時のコンテンツ（案） 

※具体的な情報内容は関係機関との調整により作成 

■災害時運用ガイドラインの策定 
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まとめ：デジタルサイネージ活用のために 
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■デジタルサイネージ活用のために 

１．目的・効果の想定、評価基準の明確化 

  １）「誰が」、「誰に」、「何を」、伝えるのか？ 

  ２）それはサイネージでなければ実現できないことか？ 

  ３）どのような成果を期待するのか？ 

２．情報デザインの必要性 

    ※多くの場合、サイネージ単体ではコミュニケーション不足 

  １）サイン、ペーパーメディア・WEB・モバイル等、情報ツール全体のデザイン 

  ２）push or pull の使い分け 

３．サイネージの得意分野・不得意分野 

  １）一度に複数の利用者に伝達できる 

  ２）大量の情報伝達には向いていない→モバイルへ誘導 

  ３）対象・用途に合わせて単機能化するほどわかりやすい 
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交通媒体本部 デジタルサイネージ推進センター
山 本  孝    


